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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、系統と言語類型の点で多様な東南アジア地域の言語の情報構造を、
形態統語論的側面と音声学的側面の両方から分析することである。情報構造の表現は言語学の重要課題の一つで
あるが、従来の個別言語の記述では研究が遅れており，また地域的特徴や言語類型の視点という一般言語学的な
視点を欠いていた。
　本研究の成果として，東南アジア大陸部の孤立語タイプの諸言語（タイ語，ラオス語，カンボジア語，ビルマ
語などの声調言語）による語順を中心とした情報構造の表現法と、島嶼部のタガログ語，インドネシア語での文
法小辞の使用および文音調による表現との組合せによる表現との対比が明らかになった。

研究成果の概要（英文）：The research project investigated the information structure in major 
languages―Thai, Laotian, Khmer (Cambodian), Burmese in mainland Southeast Asia, and Indonesian, and
 Tagalog in insular Southeast Asia―from the viewpoint of language typology and geolinguistics. 
We made conversational and text corpora for discourse and/or acoustic analysis in each language. The
 results of our research show clear contrast in typological and areal features in expressions of 
information structure. Tonal and isolating languages such as Thai, Laotian, Khmer, Burmese have 
variations in word order; topicalization by left-dislocation and focalization by right-dislocation 
without morphological markers. Besides word order changes, non-tonal Indonesian and Tagalog have 
morphological device such as case-markers or grammatical particles, combined with intonation 
patterns to express information structure. 

研究分野： 言語学

キーワード： 東南アジア諸言語　情報構造　音声分析　形態統語論

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
自然会話および書記言語コーパスデータを作成しつつ，対面調査用の共通調査票を作成し，聞き取り調査を行っ
た。これらのデータを基に，主として主題化・焦点化を表す語順の変化，文法標識，アクセントとイントネーシ
ョンによる強調表現の分析を行った。
　本研究は，類型的，地理的特徴の観点から東南アジアの主要言語の情報構造を分析する点に独創性がある。東
南アジアは，言語系登場も，言語類型上も極めて多様性に満ちた地域であるが，なお一つの言語地域としてのま
とまりを保っている。従来の文を単位とした記述研究を踏まえ，複数の文にまたがる情報構造の研究へと発展さ
せた点に学術上の意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
言語によって伝達されるメッセージは発話の中の文という形をとるが，文は「主語＋述語」と

いう形式を備えた論理的な意味を表す命題とは異なり，発話の発せられる状況や，発話に先行す
る文脈から得られる「旧情報」を前提とした上で，話し手が聞き手に伝えたい「新しい情報」お
よび「重要な情報」を際立たせ，強調する手段を備えている。この情報の「新旧」や発話の「前
提と焦点」を表す発話・文の構成を情報構造と呼ぶが，それぞれの言語が情報構造をどのように
表すかは，言語によってさまざまである。表 1 は，情報の前提（旧情報）と焦点が，英語および
日本語でどのように表されるかを斜体字または下線で示す例である。 

 
表 1：情報構造の型と英語・日本語での実現 
情報構造の型 前提と焦点 英語 日本語 
述語焦点型 主語が前提で述語が焦点 My car broke down. 花子は来た。 
文焦点型 文全体が焦点 My car broke down. 花子が来た。 
項焦点型 主語が焦点で述語が前提 It was my car broke 

down. 
私の車が壊れたのだ。 
壊れたのは私の車だ。 

 
英語の「主語＋述語」の構文では，主語が文の主題（旧情報）を兼ねるのが原則である。ただ

し，「構造」とはいっても，情報構造は文中の特定の語句とは必ずしも対応しないことに注意が
必要である。例えば，英語の述語焦点型と文焦点型の違いには，文構成要素とその語順に違いが
見いだせないが，述語焦点型の場合は，「君の車がどうしたのか？」という問いが先行し，文焦
点型の場合は，「何が起きたのか？」といった問いが先行する。このように，焦点型の解釈は先
行文脈によって異なるほか，語順を変えずに，語強勢およびイントネーションで区別することも
ある。 
一方，日本語では原則として，いわゆる副助詞「は」が旧情報を，格助詞「が」が新情報（焦

点）を表すが，「私の車が」を高いピッチで発音するなど，語強勢およびイントネーションによ
る表現も用いられる。さらに，文を構成する特定の要素（項）を焦点化する（項焦点型）には，
英語では強調構文「It … (that) …」，日本語「～が～のだ」あるいは「壊れたのは私の車だ」の
ような分裂構文を用いることもできる。 
このような言語による情報構造の表現法の違いは，英語では日本語よりも基本語順の制約が

強いこと，日本語では助詞「は」と「が」のような文法形式が情報構造の区別を表す機能を持っ
ていることという，それぞれの言語の持つ言語類型上の特徴と関係している。さらに通言語的に
見られる表現法として，先行する文脈や音調の違いが情報構造の解釈に影響するほか，英語の 
only, even などの副詞や，日本語の「～こそ，だけ，しか」など，文中の特定の語句を取りたて
る文法形式が存在することも観察されている。 
文の構造だけでなく，言語によるコミュニケーションを分析する上で，情報構造の表現を分析

することは現代の言語学の重要課題の一つである。しかし従来の東南アジア諸言語の研究は，個
別の「文」の記述と分析を中心としており，複数の文・発話からなる「談話の文脈」の影響や音
調の分析が十分とはいえない。また音調，声調などの音声レベルと文構造などの形態統語レベル
との関連を統一的に扱う視野を欠いており，さらに個別の言語の観察を超えて，言語類型論的視
点や，言語の地域特徴の視点から一般化を試みるといった研究も行われてこなかった。 
 
２．研究の目的 
本研究は，東南アジアの諸言語の音調，語形態，文法形式，文構造などのレベルにおいて，ど

のような情報構造の表現が存在し，それらがほかの言語特徴とどのように相関しているのかを，
音声と形態統語論の両方の観点から分析することを目的とする。東南アジアというまとまりを
もつ地域を対象にすることで，情報構造の個別言語学的記述的研究だけでなく，その表現方法と
他の言語特徴との相関という理論的研究も行うことができる。 
情報構造の言語類型論的研究を行うためには，東南アジアは格好の言語地域である。その理由

は 3 つある。第一に，大陸部に分布するタイ・カダイ語族，モン・クメール語族，チベット・ビ
ルマ語族と，主に島嶼部に分布するオーストロネシア語族など，系統を異にする多くの語族が交
錯する地域である点である。第二に，言語類型の点で極めて多様である点である。語順の点でも
タイ語，ラオス語，カンボジア語，インドネシア語などの「主語＋動詞＋目的語」（SVO）言語，
ビルマ語のような「主語＋目的語＋動詞」(SOV) 言語だけでなく，タガログ語のような「動詞
＋主語＋目的語」(VSO) 言語も存在する。形態類型の点でもタイ語，ラオス語，カンボジア語
のような語形変化を持たない孤立語もあれば，インドネシア語のような膠着的な言語もある。第
三に，音声・音韻の点でもタイ語，ラオス語，ビルマ語のように複雑な声調を持つ言語と，声調
を持たないインドネシア語，タガログ語などの言語が存在する点である。これら音声・音韻，語
形態，統語レベルにおける多様性をもつという地域的特徴が存在するにより，語族の偏りなくさ
まざまな言語特徴とそれら相互の関連性を分析することができる。 



 
３．研究の方法 
 本研究では，以下の 3 つの研究法を採用する。 
(1) 個別言語の情報構造の記述研究 
  言語の情報構造は，音調，語形態，文法形式，文構造などのさまざまなレベルで表現される可
能性がある。このため，これまで研究分担者それぞれが蓄積してきたタイ語，ラオス語，カンボ
ジア語，ビルマ語，インドネシア語，タガログ語のそれぞれの記述データを見直すことにより，
焦点化，強調，情報の新旧の表現に関わる言語特徴の抽出を行う。主な分析項目は，接辞，助詞
などの文法形式や，語順，構文といった形態統語レベルの特徴，および強勢音調，文音調のよう
な音声レベルの特徴である。これまで行ってきた予備的な研究により，声調言語における強勢音
調・文音調による情報構造の表現は，文末の助詞の母音の長短などの特徴に限定されていること
は判っているため，音声レベルの音響分析は，主としてインドネシア語，タガログ語について行
う。 
(2) 各言語の自然会話コーパスおよび書記言語コーパスデータの整備 
 情報構造の分析を行うためには，先行文脈から得られる情報や，話し手と聞き手の間の情報の
やりとりが重要な手がかりとなるため，複数の文・発話にまたがる分析を行う必要がある。本研
究では，自然会話や講演などの録音・録画とその文字起こしによる話し言葉コーパスや，物語，
小説などの書き言葉のコーパスデータを収集し，先行文脈と情報構造の関連性や，会話の話し
手・聞き手の間のやり取りによるそれぞれの知識の管理や情報の更新を分析する。 
(3) 共通調査表に基づく対面調査 
上記(1),(2)の研究をもとに，主題化と焦点化を中心とした共通調査票を作成し，対面調査に

よる聞き取りを行う。音声および形態統語レベルに見られる情報構造の表現には多様性がある
とはいえ，例えば話し手による聞き手への新情報の提示の手段は，普通からの逸脱 (deviation) 
による認知的な際立たせを利用することが多いという一般化が可能である。 
音声レベルでは，英語あるいは日本語において，語の強勢アクセントの強弱やピッチアクセン

トの高低のコントラストを強めることや，文末を上昇あるいは下降させることは普通の発話の
音声からの逸脱であり，この逸脱による際立たせが強調や疑問の表現に用いられる。 
統語レベルでは，平叙文の「主語＋動詞」という語順の制約の強い英語の場合，分裂文が項焦

点を表し，「（助動詞）＋主語（＋動詞）」のような倒置による逸脱が疑問文に用いられる。英語
に比べ，日本語では述語を文末に置く以外の語順の制約が弱いため，「昼ご飯は私はもう食べた」
のような，目的語を文頭に置き，また助詞「は」を用いるという語句を左方（前方）に転位させ
て主題化するという逸脱によって，「晩ご飯はまだだが」，「あなたはまだ食べていないが」とい
った対比的な表現が可能になる。このような観点に立って，主題化・対比化，焦点化を分析する
ための共通調査表を作成し，これをもとに各言語の対面調査を行った。 
 
４．研究成果 
本研究による主な成果は次のようなものである。 
(1) 各言語の自然会話コーパスおよび書記言語コーパスデータを作成した。コーパス作成は本

研究の分担者がこれまでも継続的に行ってきたが，会話，講演・対談の語りなどの話し言
葉や，物語，小説などの書き言葉のデータを充実させることができた。コーパスデータの
充実は，本研究だけでなく，今後の諸言語の研究を継続的に発展させるための重要な成果
である。 

(2) 主題化と焦点化に関する共通調査票を基に，対面調査による聞き取りを行った。統語レベ
ルにおける分析の主なテーマは，名詞句・副詞句を文頭に移動して主題化する左方転位お
よび文末に移動して焦点化する右方転位である。これらの研究成果については，研究分担
者それぞれが国内外の雑誌に論文を執筆した。さらに本研究のまとまった活動として，言
語の類型的特徴対照研究会第 13 回公開研究発表会（2020 年 8月）のテーマ「焦点化」の
もとで，さらに続く第 15回研究発表会（2020 年 4月）での口頭発表を行った。 

共通調査票を用いることで，従来は語形変化を持たず，「主語＋動詞＋目的語」という
基本語順を共有するため，形態統語レベルで類似しているとされてきたタイ・カダイ系の
タイ語およびラオス語と，モン・クメール語族系のカンボジア語の間に存在する相違点の
詳細が明らかになった。特に，カンボジア語において目的語を持たない自動詞文において
は「主語＋動詞」のほか「動詞＋主語」の語順も用いられることは，カンボジア語がタイ
語およびラオス語とは異なる顕著な特徴である。主題化・対比化と焦点化に関する語順と
移動の可否については，カンボジア語の主題化，焦点化について，やりもらい文の間接目
的語は主題化できないこと，引用節を含む選択疑問文の疑問助詞は引用節に後置できるこ
と，やりもらい文の主語を問う質問の返答には述語をつけないこと，名詞句からの数量詞
句の遊離に制限があることなど，タイ語あるいはラオス語との相違の詳細が明らかとなっ
た。 

(3) 音声・音響的研究としては，主にタガログ語についてイントネーションと情報構造の関係
性に関する実験音声学的研究を行った。また語単位の強勢の音響的研究を行い，強勢とイ
ントネーションの相互作用についての音響的・聴覚的実験を行った。インドネシア語につ



いても主題表示の文法形式を含む文についてピッチパターンの分析を行うなどして，情報
構造に関する文法形式と音声との相互作用についての研究を進めた。これらの研究の成果
として，大きな傾向としては，東南アジア大陸部の言語では，文のイントネーションなど
の音声・韻律的な要素が情報構造に果たす役割は小さいが，島嶼部の言語では形態統語論
的手段と音声的手段が補完し合う形で情報構造を表現し分けているといった地域的な類
型特徴が認められた。 

(4) 東南アジアの諸言語の情報構造の表現の詳細については，個々の言語について発表された
分析結果に述べられているが，一方で，一つのまとまった地域としての東南アジアの情報
構造について，その特徴を，東アジアの日本語や中国語，あるいは英語と比較しつつ述べ
るならば，以下のような共通点および相違点を見いだすことができた。 
① 東南アジアの諸言語には，中国語や英語と同様に「主語＋動詞＋目的語」の基本語順

を持つタイ語，ラオス語，カンボジア語，インドネシア語がある。また日本語と同様
「主語＋目的語＋動詞」の基本語順を持つビルマ語がある。このような基本語順にお
ける違いの存在に関わらず，英語を除いて，目的語あるいは時間・空間を表す副詞句
を文頭において主題化する左方転位が頻繁に行われるという点が，東南アジアから東
アジアの諸言語に広く共通する特徴であるといえる。 

② 日本語では，「一郎は 3 冊の本を買った」に対して，「一郎は本を 3 冊買った」のよう
に，数量表現「3冊」（数詞＋助数詞）を述語動詞の直前の位置に右方転位することに
より，数量を焦点化することができる。これを一般に数量詞遊離と呼ぶが，タイ語，
ラオス語，カンボジア語では「3冊」（数詞＋類別詞）を右方転位することで文末にお
くことができるが，ビルマ語，中国語，英語では数量詞遊離は起きない。 

③ 数量詞以外についても，名詞句を右方転位して文末に置いて焦点化することは，タイ
語，ラオス語，カンボジア語についてはある程度可能だが，ビルマ語では日本語と同
様，焦点となる名詞句は動詞の直前には置けるが，動詞よりも後ろ（右）に置くこと
はできない。これはビルマ語と日本語の基本語順として動詞を文末に置くという制限
が強いためである。 

④ タガログ語およびインドネシア語では，格や主題を表す小辞（文法形式）があるが，
それらの使用と文のイントネーションパターンなどの音声的な特徴との両方を使用
することで，情報構造を表すという特徴がある。この点で，日本語との類似性をある
程度認めることができる。 

以上が，本研究によって見いだされた情報構造の表現に関する東南アジア地域の共通性と多
様性のあらましである。同地域の大陸部および島嶼部における主要な言語について，情報構造と
いう観点から共通点と相違点を解明しようとする試みは前例がなく，この点で学術上の高い意
義がある。また，東南アジア地域を越えて，東アジアの中国語から極東の日本語に至るまでの情
報構造表現における共通点と相違点について，孤立語，膠着語という語形態レベルの類型，基本
語順という統語レベルでの類型，および声調言語，アクセント言語という音韻レベルの類型の 3
つの類型の観点に加え，それぞれの地理的分布を考える言語類型地理論的な観点からも，さらに
大きな展望が開けた点が大きな成果である。 
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